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高頻度の昼夜連続多層採集を行うことで、現存量、 日周鉛直分布お よび摂餌状態を調査 し、同一の方法で
暁夏と初夏に親潮域 において採集した毛顎類の調査の結果も合わせて比較考察した。さらにカナダのプロ
ジェクトtheCanadianArcticShelfExchangeStudyCASESに参加し2003年ll月から2004年2






















慎重に甲板上の摂氏1度 の恒温室にはこび、毛顎類を濾過海水で満たした21の ポリカーボネイ トボ
トルに傷っけないように移 し、暗条件で24時 間馴致させた後、餌 となる梯脚類を与えた。ボ トルに移す











の個体は終日50m以 深層に広 く分布しているが、 日出直後には更 に深 く移動し、150・300m層に分




は、終日0・50m層 に分布 し、StageIはEl中に0・300m水 柱中に広'〈分布 しているが、夜間に
はほとんどの個体が躍層 を越えて0・50m層 に上昇してきた。StageIIは日中は150-300m層に、


































































































































































親潮域の5a8批aeleg匿皿5の 、実測 したNPCの 平均値 は晩夏 には0.08、初夏 には0.14、平均分布
深度 は晩算に は55.6m、初夏 には31.3m、 消化 時間 は晩夏 には7.8時 聞、初夏 には7.5時 間だ った。
摂食率 は親潮域で は初 夏 は0.46、晩夏には0.24prey/dlaetognath/dayだった(Tablel)。
2.北太平洋亜寒帯域にお ける毛顎類の分布 と摂餌











m層 に留まり、その他のステ}ジ は日中は20。150m層 にお り、夜間たは表層に上昇してきたが、発
育段階があが るにつれ夜間の表層での滞在時間が短 くなっていた。夜聞には全てのステージが0・20層
に集中するときがあった。150m以 深層にはほ とん ど出現 しなかった(Fig.2)。
ベーリング海で はJuvenileの現存量が非常に高 く、終日0・20m層 にJuven鎖eのほとんどが分
布していた。StageIには夜間は0・20m層 に午前は20・170m層で午後は170・300m層に主






のステージが 塩分躍層以浅の150m以 浅に分布 していた。StageI,II,IIIは水温躍層を越える日周
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ウス幼生の現存量も多 く、その時の摂食率は最も高 くなった。繊毛虫の現存量が高 く、採食食物網 よりも
微生物食物網の重要悸の高いベーリング海では、餌として利用できる椀脚類のノープリウス幼生が少なく、
5ag痂ae168an5の摂食率は極めて低いものだった。




本調 査海 域か らはEα1㎞o刎召hama`a、5a寧伽 θ1θg朋5、5a8批ama血aの3種 が出現 した。12月
の0・220m水 柱 にお ける5.elegaη3の現存量の採集期間 を通 じて の平 均 は0.17血div./m3だった。
各発育 ステージ組成 はJuven虹eが40%、StageIが13%、StageIIが47%で 、StageIIIは全 く
現 れなかった。Ehama飽 の12月 の0・220m水 柱 にお ける平 均現存 量 は1.20hL血v./m3だった。
Ehama`a発 育段 階組成 は76%がJuvenile、StageIが14%、StageIIが9%、そしてStageIII
が1%で あった(Fig.4)。
.2月の0・220m水 柱 にお1オる5.elegan5の現存量 は終 日ほ とん ど変化 せず、採 集期 間を通 じての
平均現存 量は0.24hldiv./m3と12月に比べ 高 くな っていた。発育段 階組成 はJuvenneが34%、Stage
Iが27%、StageIIが39%、 そしてStageIIIは出現 しなかった。12月 に比べてStageIの割合が
高 くなっていた。Eha加a`aの12月 の0・220m水 柱 における平 均現存 量 は0.77indiv./m3だっ
た。2月 のE、 血ama`aは59%がJuvell且eで、StageIが28%、StageIIが13%だ った。 ま
たStageIIIは出現 しなかった。E,hama`aのJuven聾eは12月 に比 べ、組 成率は減少 していた。E
hama`aのJuvenileは日出か ら日没 にかけ現存量が減少 していった(Fig.4)。
鼠ele8～皿5のNPCの 平均値 は12月 に は0.18、そ して2月 には0.02で あった。Eham磁aのNPC
の平均値 は12月 には0.03、そして2月 には0.04で あった。Ehama飽 の消化管内 には餌 由来 とみ
られ る油滴が観察 された。餌 を消化管 に保持 していない ものの、油滴 を持 ったE.hama`aは12月 には
全個体 の80%、2月 には全個体の88%だ った。Ehama如 は消化 管 内に ためた脂質をエネルギ ー源
とし、冬期 には8ele脚5よ りも長期間餌 をほとん どとらず、冬を越 す こ とが示唆 された。
本研 究の採 集中にネ ッ トフィーデ ィング をした とみ られ る £elegan53個体、Ehama`a3個 体 の消



















































































































































Ehama広aはNPCは低 いものの80%以 上の個体が消化管内に油滴を持 っでいたことから、12月か
ら2月にかけて餌をほ とん どとらず、消化管内にためた脂質にたよって越冬すると考 えられる。固形物の
みを観察する、これまでの方法では摂食を正 しくとらえられないことが示唆された。
冬期の北極海の毛顎類 は長い消化時間で鎮の消化率を高めることで、餌か らのエネルギーを効率良 く取
り込み、餌の捕獲に使われるエネルギーを節約する越冬戦略をとっていると考えられた。
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論 文 審 査 結 果 要 旨
毛顎類は約150種で動物 門 を形成す る特 異な 肉食:性動物 プランク トンであ り,世 界の海洋 に普遍 的
にかつ 大量 に分布 してお り,擁 脚類 の摂食 では魚類 と競合 してい る。体 はゼ ラチ ン質で軟弱透 明なの
で,消 化 管内の餌生物 を容易に視認で きる。 しか し,主 要漁場で ある亜寒帯海域 にお ける毛顎類群集
中の摂餌 個体 の頻度 は低 い。 この こ とは,捕 食能力 が極 めて低い か,捕 食 か ら消化排泄 までの速度 が
極 めて早 か を示 しているが,そ のいずれ であるかに よって生態系 における役割 の理解が変 わる。 しか
し,こ の動物 を損傷せず に採集 して飼 育す るこ とは極 めて困難で,未 だ に十分 な知見は得 られ ていな
い 。本研 究は,亜 寒帯北太 平洋 の西部亜寒帯旋流域,べ 一 リング海 アラスカ旋 流域お よび親潮域 の
初 夏 と晩夏 に,現 存 量,日 周 鉛直 分布 お よび摂 餌状 態 を調査 した もので あ る。 さらに2003年11月
一2004年2,月CanadianArcdcShelfExchangeStudy(CASES)1ご参加 し,北 極海 海氷下 の毛顎類 の摂餌
状態 を調べ,貴 重 な知 見を加 えた。
亜寒 帯太平洋 で はVMPSネ ッ トで3時 間お きに24時 間以 上連 続 の鉛 直多層採集,ま た,北 極海 で
はHMSネ ッ ト等で4時 間おきに24時 間鉛直採集 を行 い,発 育段 階別 に鉛 直分布 お よび摂食率 と餌消
化時 間の測 定 を試み た。その結果,生 物生産力 が高 い親 潮域 では摂食 率は高い ものの,5.θ1ε8飢∫1個
体 当 りの消化管 内餌生物数 は,初 夏 には0,46,晩夏 には0.24に過 ぎない こと,西部亜寒帯旋 流域,べ 一
リング海 および アラスカ旋流 域では さ らに低 くてそれぞれ0.18,0.27および0.07であるこ とが わか っ
た。1個 の餌 の消化 時間は,親 潮域 では初夏 には7.5時間,晩 夏に は7.8時間,西 部亜寒帯旋流域,べ 一
リング海お よび アラスカ旋流 域ではそれぞれ7.74時間,6.99時間,6.32時間であ った。 この よ うに,
摂食率 が極 めて低い うえ,'それ が海域 と季節 で明 らかに異な るこ とか ら,本 種 が飢餓 に強 く,幅 広い
餌 環境 に適応 し うる と推察 した。特 にア ラスカ旋流域 のよ うに微 小動物食物網 が卓越 してい る海域で
は,擁 脚 類捕食者 あるい は魚類 の競合者 としての毛顎類 の重 要度 が小 さいこ とを示 した。
本研究 は,冬 季北極 海 にお ける毛顎 類の摂食 に関す る貴重な研 究例で あるが,低 温 下での 距1θ8αη∫
とE肋 用磁 の餌 消化時間 がそれ ぞれ34.5および32時 間 と長い こ とを示 しえた。 これ は,こ の分野 に
お ける貴重な新知見で あ り,時間 をか けて消化率 を高 めるこ と,および餌捕 獲頻度 を低 めてエネルギー
消費 を抑 える越冬戦略で ある と著者 は考察 した。一方,E肋 配α∫α個体 の80%以上が消化 管内に油滴 を
持 ってい たので,冬季北極海で はほ とん ど摂餌せず,この脂質 で越冬す る と推 定 した。これ にも とづ き,
消化 管内の 固形物だ けを観察す る方法 では摂食状態 を正 しくとらえるこ とができないこ とを論 じた。
以上の知見 は毛顎類 の生態学 に新 しい知見 を加 えるものであ り,博 士(農 学)の 学位 を授与す るに
値 す るもの と審査委員一 同は判定 した。
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